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 この朝お読み頂いた聖書の箇所であるフィリピの信徒への手紙は、使徒パウロがギリシャのマケドニア地方で立て

た異邦人教会であります。年代は紀元 53年から 54年頃とみられます。パウロは第 2回伝道旅行の途中、小アジア

の北西海岸にあるトロアスという港町に立ち寄りました。その日の夜、夢の中に一人のマケドニア人が現れ「マケド

ニアに来て、わたしたちを助けてください」と叫びます。パウロは、この幻を見て直ちにマケドニアに向かって出発

することにしました。福音が初めてヨーロッパに伝えられるという世界史的な事件はこの幻がきっかけとなったので

あります。この当時、フィリピの町にはユダヤ人たちが集うシナゴーグ（会堂）はなかったようです。そこで、パウ

ロは彼らが安息日に祈るために集まっていた川岸に出かけました。そこで、神をあがめるリディアという紫の布を扱

う女商人と出会います。彼女が、フィリピの町で最初の決心者となり、彼女の家族も共にバプテスマを受けました。

こうして、フィリピの町での伝道はリディアの家を拠点として進められたのであります。このフィリピ教会はギリシ

ャの諸教会の中では、最もパウロとの関係が良かった教会でした。実際、パウロが次の伝道先の開拓のためにフィリ

ピ教会を去った後、教会はパウロを物心両面で支援します。パウロはそのことを心から感謝し、喜んでいます。この

手紙の冒頭（1章 3節）でも「わたしは、あなたがたのことを思い起こす度に、わたしの神に感謝し、あなたがた一

同のために祈る度に、いつも喜びをもって祈っています」と書いています。この手紙には喜ぶという言葉が 16回も

登場します。ゆえに、フィリピの信徒への手紙は「喜びの書簡」と呼ばれているのです。ところが、パウロがフィリ

ピ教会からいなくなってしばらくして、教会にはパウロが伝えた福音とは異なる福音や教えを説くユダヤ人教師たち

が入り込んできました。これによって教会の中では信徒同士の対立や仲たがいが起き、教会は混乱状態に陥ったよう

です。この手紙は、そのことを伝え聞いたパウロが、フィリピ教会の信徒たち宛てに教会の混乱を収拾するねらいも

込めて、書き送った手紙であります。 

 本日の箇所のすぐ前の段落では、キリスト御自身がへりくだってわたしたちのところに来られ、死に至るまで従順

であられたことが書かれています。6節以下に「キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固

執しようとは思わず、かえって自分を無にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました」とあります。この

文章は「キリスト賛歌」と呼ばれる賛美歌で、パウロの時代には今の頌栄のように、礼拝の中でもしばしば歌われ、

もしくは朗読された詩文であったと見られています。そこで、キリストは十字架の死に至るまで従順であったと語る

ことによって、だからあなたがたも互いにへりくだり、相手のことを自分より優れた者と認め、互いに受け入れ合い

なさいというのです。かつて、わたしが牧師だった頃、あなたがたは神の前にいつも従順であったではないか。だか

ら、そのようにわたしがいなっくなった今は、なおさら従順でありなさい、と勧めるのです。フィリピの人たちは、

パウロが教会の指導者、責任者であった時、パウロの指導を喜んで受け入れていました。しかし、いなくなった途端

に従順でなくなるようではいけない。むしろ、いなくなった今はなおさら（以前にも増して）従順でありなさいと、

手紙で書き送るのです。このようなパウロの言葉は、緻密であり、細やかな配慮がなされているというべきですね。

その従順さをもって、めいめいが「畏れおののいて」自らの救いの達成に努めなさいとパウロは言います。ここで

は、確かに救いの業をなすための人間の働きが勧告されています。しかし、この救いの業は、人間が自分の力に頼る

ことによって行うのではなく、むしろ神の前に徹底的に「畏れおののくこと」によって達成されるというのです。 

 私たちが神を信じるということは、いったいどういうことでしょうか。私たちがキリスト者であるということの確

かな証しは何でしょうか。私は、それは「キリストがわたしの内におられるという揺るぎない確信に生きる」ことだ

と思います。新しい年 2024年がスタートしました。先週の祈祷会で、出席されたお一人がとても心に残る初夢を見

た、と言われてその初夢を紹介してくださいました。その夢があまりにもありそうもない話だったため、聞いた人が

思わず笑い出してしまいました。でも、夢の中にまで教会の人が登場したというのです。そこまで、教会のことを思

っておられるということでしょう。2024年の私の祈りの課題は、新しい年に計画される一つ一つの事柄が、そのす

べてにおいて、神さまが働いてくださるものとなることです。特定の個人の手柄や功績によるのでなく、神さまの力

によって、私どもの計画したことが目に見える現実になること、そのことを私は祈り願っています。今年は、私たち

の教会が教会組織からちょうど 50周年、また伝道開始からの年から 55周年という一つの節目の年です。その節目

の年に、私たちができることを十分に考え、祈り、それが教会全体にとって喜びの事柄となるように配慮しつつ、計

画したのです。何よりも神の力に頼みつつ、御心(みこころ)を求めてすべての事に当たりたいのです。今日の 13節

でパウロは言います。「あなたがたの内に働いて、御心のままに望ませ、行わせておられるのは神であるからです」



過ぐる 1年が、神さまによって持ち運ばれたように、新しい年も神さまがその右の手で強く私たちの教会を導き、そ

の翼を広げて、私たちを持ち運んでくださるよう祈ろうではありませんか。 

 ところで、続く 14節でパウロはこう書きます。「何事も、不平や理屈を言わずに行いなさい」以前の口語訳聖書で

はこの箇所は「すべてのことをつぶやかず、疑わないでしなさい。」こちらの訳の方が分かりやすいかもしれませ

ん。つぶやくという行動が、いかにも人間らしい、私たち自身、身に覚えのある行為だからです。人間は不完全であ

り、不平や不満が出てくるのは当然のことだから、少しくらいつぶやいても良いではないかと言う人もあるかもしれ

ません。しかし、このことは信仰者にとって決して軽くない問題なのです。 

 この「つぶやく」と言う動詞はコリントの信徒への手紙一の 10章 10節にも出て来ます。パウロは、ここでかつ

てモーセに率いられたイスラエルの民が、荒野でモーセに向かって不平を言った出エジプト記 16章の出来事を語り

ます。イスラエルの民は、エジプトを出る時は、みんな張り切って、少しくらい辛いことがあっても何とも思わない

という状態でした。しかし、時が経つにつれて困難が身にこたえてくるようになったのです。シンの荒野という広大

な砂漠の中に入ると、彼らはいっせいにモーセやアロンに対してつぶやき始めたのです「われわれはエジプトの国

で、主の手にかかって死んだ方がましだった」エジプトでは、肉がたくさん入った鍋の前に座り、パンも腹いっぱい

食べられた。それなのに、今モーセやアロンは私たちを飢え死にさせようとしているとつぶやいたのです。つまり、

こんなに苦しい目に遭うのなら、エジプトから出て来なければよかったと言ったのです。しかも、それを共同体全体

で言ったと聖書は記します。つぶやきと言うのは、ただぶつぶつと小言を言うのではなく、ここでは声を合わせて不

平や不満をぶちまけるという行為であったわけです。ここに書かれていることは、決して他人事ではありません。私

自身も思い当たることです。イスラエルの民は、いま約束の地であるカナンを目指して歩んでいる。救いを与えられ

ようとしているのです。エジプトにいた頃、彼らは奴隷でした。安息日も休日もありません。牛馬のごとく酷使さ

れ、人間らしい扱いを受けることもなくファラオの所有物とみなされたのです。そのような生活から一刻も早く抜け

出したいとみな思ったはずです。だから、モーセに従ってエジプトを出た。ところが、その出エジプトの途中、少し

違う苦しみに会うと、たちまちかつての決意を忘れ、指導者に向かって不平を言うようになる。ここで、つぶやくこ

との意味が分かります。つまり、筋が通っていない中で、自分の気持ちで、その時の気分で文句を言うということで

す。エジプトを出た時には、彼らはこの人たちは信頼できると思ったことでしょう。多少の苦労も覚悟もしていたは

ずです。それなのに、今や彼らは自分たちの選んだ指導者を指さして、あなたたちはわれわれを殺すつもりなのだと

不平を言うのです。旧約聖書の「つぶやく」という言葉は、もともとの意味は「夜を過ごす」と言う意味でありま

す。そこからさらに「同じ場所に留まる」という意味をへて、「継続する」という意味になりました。悪い意味で、

自分の頑固な思いを表現してやまないという態度、それがつぶやくということです。しかも、それは一時的ではない

感情です。本当は自分で決めたことなのに、今の自分の苦しみの責任は指導者にあると考えるのです。しかし、この

民のつぶやきに対して、モーセは答えます。「いったいわれわれは何者か。あなたがたのつぶやくのは、われわれに

向かってではなく、主に向かってである」私たちはしばしば後悔し、こうでなければよかったと考えます。しかし、

過去のことを言ってもどうしようもないのです。大切なことは、現状において、いかに困難に立ち向かうかです。そ

れを忘れてつぶやくことは、すべてを支配しておられる主に向かって不平を述べていることになる。モーセはそう言

って、神の民を諭すのです。 

 パウロは、フィリピ教会の人々に「今の時代はよこしまな曲がった時代」であると言い切ります。2000年前も今

も、神さまの目から見れば、世界は曲がった邪悪な世界のままではないでしょうか。そうでなければ、栄光の主が十

字架につけられるようなことはなかったはずです（Ⅰコリント 2：8）。しかし考えてみれば、信仰生活とは、清らか

な環境の中でおこなうようなものではありません。神を思う生活は、神を知らない人々の真っ只中にあっておこなう

べきものであります。その際に、私たちが心がけること、それが本日の説教題の言葉です。「世にあって星のように

輝く」ことです。星と聞いて、みなさんはどのような星を思い浮かべますか？小学生の時に習いました。北極星、北

斗七星、カシオペア座、南十字星等が良く知られた星です。これらの星は、自分から光を放つことができる恒星と呼

ばれる星です。逆に、自分では光を放たず、ほかの星の光を反射する惑星と呼ばれる星もあります。キリスト者は、

後者、つまり惑星ではないでしょうか。キリストの光を反射して輝くのです。北極星や北斗七星という星を考える

と、それらの星には大切な役割があります。船乗りたちにとって、これらの星は正しい方角を指し示す目印になると

いうことです。曲がった邪悪な時代にあって、私たちは命の言葉である聖書によって、生きるうえでの確かな指針を

読み取り、人々にキリストを指し示すのです。どんな時にも迷うことなく、いかに困難な時代でも絶望することな

く、人生を感謝と喜びをもって生きられることを証しするのです。新しい年が、パウロが言うような喜びの年となる

ことを信じて、希望のうちに歩んでまいりたいと思います。 

お祈りいたします。 


